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グラム陽性菌 Nocαrdiα rubra の cell wall skeleton (N -C W S )は抗腫療活性とアジュノてント活
性を有し免疫学的に興味が持たれ，また，培養が容易で副作用が少なく癌免疫療法剤として注目され








著者は，近年発展の著しいフトイオン化法を用いる質量分析法 (M S) や，衝突活性化
(collisionally induced dissociation : C r D) を利用したタンデム質量分析法 (MS/M S) が CW
S などの複雑な生体高分子の構造解析に有効であると考え，これらの特性の把握や crD により得
られるフラグメンテーションの研究を行うとともに，得られた成果をN-CWS の構造解析に応用し，











もう一つの基本成分であるミコール酸は α位に長鎖炭化水素鎖を持つ β- ヒドロキシ高級脂肪酸で
あるO ミコール酸は単一の分子種ではなく， α や β鎖の長さや鎖内の不飽和度と置換基の異なる分子
種の混合物として CWS に存在しているO それらは菌属に特有であるため，ミコール酸の分子量分布
の測定と構造解析は菌の同定を行う上で必須であり 従来から GC/MS により行われでいた。筆者

















しては， Iow -energy C 1 D F A B /M S/M S の特性を明らかにし，本法がリポペプチド混合物の
構造決定に有効な手段であることを見出した。細菌をはじめ生物に由来する物質の場合，同族体の複
雑な混合物であることが多く，各々の成分に分離することは実際上困難で，このような場合には MS
/MS は特に有効であるO 一方，アミノ酸配列決定に必要なシークエンスイオンのすべてが常に FA
B や CID によって生成されるとは限らず一次構造の決定が困難な場合も多し、。著者はペプチド及











て複雑であり，困難な問題であるo 本研究はソフトイオン化法を用いる MS や CID を利用した M
S/MS を用いて CWS の構造の解析を試み その基礎と 応用として Nocardia rubra の CWS
(N-CWS) の構造解析を行い次の通りの成果を得た。
(1) N ー CWS のアラビノガラクタンとペプチドグリカンとはリン酸ジエステル結合に加えて，グ
リコシド結合により結合していることを GC/EI/及びCI/MS と FD/MS により明ら
かにし fこo
(2) 従来からミコール酸の構造解析は GC/MS により行われているが，以下のように， FD/M 






温. F AB/MS ではミコール酸の α鎖の長さの分布も同定できる。また， 1H-NMR により
ミコール酸のオレフィン基がシス配置であることを初めて明らかにした。
(3) Low-energy C 1 D に基づく FAB/MS/MS は同族体の複雑な混合物であるリポペプチドの
構造解析に極めて有効な手段であることを見出した。さらに，これを応用し， N-CWS に見出
したリポペプチド成分の部分構造を決定した。
以上の如く，本論文は糖，脂質，ペプチドなどからなる複雑な複合体の構造解析法を開発したもの
で CWS の構造にとどまらず関連した分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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